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右
の
写
真
は
、
「
身
禄
産
湯
の

泉
」
で
、
こ
れ
も
長
ら
く
荒
廃
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
久
保
氏
と
所

有
者
の
清
水
氏
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
、
清
ら
か
な
流
れ
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。 

 

公
的
な
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
気
軽
に
は
訪
問
で
き
ま
せ
ん

が
尊
師
の
御
心
を
感
じ
ら
れ
る
地

で
す
。 

 

富
士
吉
田
外
河
家
旧
蔵
の
身
禄
尊
像 

敬
神
の
道
標 

⑤ 

 
 

 
 

三
十
一
日
の
御
巻 

 

食
行
身
禄
尊
師
が
御
入
定
の
際
、

田
辺
十
郎
衛
門
に
口
述
さ
れ
た
、「
三

十
一
日
の
御
巻
」
は
、
富
士
講
の
真
髄

を
示
す
経
典
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
か
つ
て
「
開
け
ば
目
が
つ
ぶ
れ
る
」

な
ど
と
、
過
度
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ

た
た
め
に
、
そ
の
内
容
は
あ
ま
り
一
般

に
は
流
布
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 
 

 

 
昭
和
三
十
六
年
に
九
世
管
長

宍
野
健
弌
師
に
よ
っ
て
『
定
本
三

十
一
日
之
巻
』
が
孔
版
に
よ
る
百

部
限
定
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
翻
刻
の
正
確
さ
、
内
容

の
客
観
性
か
ら
も
、
未
だ
に
ま
さ

る
こ
と
の
な
い
一
級
の
解
説
書
で

あ
り
ま
し
た
が
、
部
数
の
少
な
さ

故
に
世
に
知
ら
れ
ぬ
存
在
で
あ
り

ま
し
た
。 

昭
和
四
十
六
年
に
は
岩
波
書
店

の
『
日
本
思
想
大
系6

7

民
衆
宗
教

の
思
想
』
に
異
本
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
入
手
可
能
な
の
は
、

岩
科
小
一
郎
氏
『
富
士
講
の
歴
史
』

『
富
士
吉
田
市
史
史
料
編
第
五
巻

近
世Ⅲ

』。
研
究
書
に
は
『
富
士
信

仰
研
究
創
刊
号
』
が
あ
り
ま
す
。 

訃
報 

 

本
教
の
巨
星 

 

吉
野
賴
治
総
務 

帰
幽 

～
し
め
や
か
に
葬
儀
齋
行
～ 

 

本
教
重
役
の
総
務
を
務
め
、
永

年
管
長
殿
と
共
に
教
団
隆
盛
に
尽

力
さ
れ
た
、
高
知
教
区
斯
光
教
会

長
吉
野
賴
治
大
教
正
（
八
十
二
歳
）

が
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
二

日
都
天
還
元
さ
れ
ま
し
た
。
急
な

報
せ
を
受
け
た
管
長
殿
は
じ
め
本

部
一
同
は
、
驚
き
と
悲
し
み
に
包

ま
れ
な
が
ら
も
高
知
へ
駆
け
つ
け

ま
し
た
。
葬
儀
は
斯
光
教
会
に
よ

る
神
式
で
、
管
長
殿
ご
参
列
の
も

と
教
嗣
殿
が
斎
主
を
務
め
、
教
会

教
師
の
斎
員
奉
仕
、
ま
た
教
内
各

地
よ
り
吉
野
総
務
を
慕
う
役
員
や

教
師
が
多
数
参
列
す
る
中
、
し
め

や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。 

管
長
殿
は
弔
辞
で
、「
若
い
時
か

ら
本
部
で
一
緒
に
苦
労
を
重
ね
て

来
た
吉
野
総
務
、
今
の
本
教
が
あ

る
の
は
貴
方
の
お
か
げ
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
、
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
遺

影
に
語
り
か
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
出
棺
で
は
、「
親
父
を
冨 

 

 

士
の
行
者
と
し
て
送
り
た
い
」
と

い
う
、
喪
主
で
吉
野
総
務
の
ご
長

男
正
人
講
義
（
本
部
神
事
課
長
補

佐
）
の
希
望
も
あ
っ
て
、
本
部
の

参
列
者
全
員
で
冨
士
神
法
六
根
清

浄
の
懸
け
念
淨
を
唱
え
る
中
の
お

見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。 

          

吉
野
賴
治
大
教
正 

経
歴 

昭
和
五
年
四
月
生
ま
れ
、
同
二
十

五
年
神
道
扶
桑
教
教
導
職
試
補
を

拝
命
、
扶
桑
教
大
教
庁
奉
務
の
後
、

生
家
の
高
知
教
区
宗
教
法
人
扶
桑

教
斯
光
教
会
に
奉
職
。
そ
の
間
、

本
部
会
計
課
長
、
会
計
顧
問
を
歴

任
、
同
五
十
七
年
大
教
正
及
び
神

事
師
範
を
拝
命
、
同
五
十
八
年
扶

桑
教
責
任
役
員
参
元
に
就
任
、
平

成
六
年
神
事
監
を
拝
命
。
同
十
三

年
扶
桑
教
責
任
役
員
総
務
に
就
任
、

勤
続
五
十
年
表
彰
受
賞
。
平
成
二

十
三
年
十
月
二
十
二
日
午
後
十
二

時
二
十
八
分
帰
幽
。
享
年
八
十
二
。 

    
 

      

 

本部奉職中若き日の吉野総務 


